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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は、ヒト軟部肉腫におけるMinichromosome maintenance 7(MCM7)とGemininの発現

の臨床的意義を、既存の増殖活性因子であるKi-67発現と比較し検討を加えたものである。

その結果、MCM7とGemininの発現はKi-67の発現と正の相関があり、高発現群は低発現群に

比べ有意に予後不良であることが分かった。単変量解析では遠隔転移の有無、組織学的悪

性度、MCM7、Geminin、Ki-67の発現が有意な予後予測因子となり、多変量解析ではGeminin

の発現が独立した予後予測因子となることが判明した。以上より、軟部肉腫においてMCM7、

Gemininは既存の増殖活性因子であるKi-67と同様に有用な予後予測因子となりうることが

示された。本論文の内容は、軟部肉腫の予後予測因子としてのMCM7とGemininの意義につい

て解明したものであり、明らかに学術の水準を高めたものと認められる。 

 


